Changes in Representations of Mothers from the discourse of "Kyoiku Mama": A Re-examination of Yomiuri Shimbun, 1962-1980 by 池本 紗良






















































分類した類型論（二関 1971; 神原 2004）や，母親の教育熱心になる要因について指摘した











































したがって「教育ママ」言説が誕生し，急増した 1960 年から 1968 年までの間を第 I 期，
「教育ママ」言説が定着するも，その数が緩やかに減少していった 1969 年から 1975 年ま
でを第 II 期，「教育ママ」言説の新奇性が失われ，減少していった 1976 年以降を第 III 期と
する． 
 記事数の推移は，高等学校の進学率や女性の就業率と対応していることも観察できる．高
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図３ 「教育ママ」言説における評価の変化（1962-1980）










 「教育ママ」言説における評価の変容にも，1962 年，1966 年，1972 年の転換点があると
判断できる．そしてこの転換点もまた，多少のずれがあるものの，先に設定した時期区分と















 第 I 期（1962-68） 第 II 期（1969-75） 第 III 期（1976-） 
 
言説 
件数 誕生・増加 定着・緩やかな減少 符号化・減少 
母親の姿 受験・勉強 個性尊重・親子関係 多様化 
評価 母親への批判 批判対象の複数化 評価の多様化 
社会
状況 
進学率 急上昇期 上昇期 安定期 








































































































姿が継続して，そして第 I 期より具体的に語られていることがわかる． 
















































年５月 18 日の記事「19 日の日教組ストこう思う」では，教師のストライキに無関心な母親
たちを責めたて，「今までの教育ママのように，目先のことだけに執着するのではなく，大



























エティー ヤング・ミセス NOW その生活と意見」（1973 年 11 月９日）には，教育に関心



































マ」言説が流行した 1969 年には，高校進学率は 79.4％となり，ほとんどの青少年が高校へ
進学する社会になっていた．そうした状況において母親たちは，わが子の学歴を期待する教
育熱心さをいっそう露わにしていったが，それは独善的な心情だとして批判された．ただし
この批判の内実は，母親が家庭のなかで教育に関心を示すこと自体ではなく，「わが子のた
め」の愛情であったことに留意する必要がある．「わが子のため」に学校教育に関心をもつ
母親には「過保護」というレッテルを貼り，あくまでも家庭のなかでしつけを管理する存在
に留まらせようとしたのである．それは結局，「わが子のため」の愛情を糧に「すべての子
のため」の教育に視野を広げる経路を遮断してしまうという，意図せざる結果をもたらした． 
たしかに 1970 年代半ば以降になると「教育ママ」言説は，母親の教育熱心さを良い意味
で捉え直し，「わが子のため」の愛情を狭窄として「すべて子のため」の愛情に変心した母
親を理想像として描く側面も出てきた．しかしながらこの母親像は，一見，母親の社会的な
経路を提示しながらも，実際には母親の「わが子のため」の心情を尊重するのではなく否定
の形をとっていた以上，理想論でしかなかったと考えられる．「わが子のため」の愛情を独
善的だと批判する語り口は，「すべての子のため」を理想的に語っていても，「わが子のため」
「教育ママ」言説における母親像の変容（池本） 
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に注力する母親たちにはその理想像は受け入れられず，批判を甘受して「わが子のため」の
教育に傾斜していくしかなかった． 
 こうした母親たちの反応は，母親自身が「教育ママ」の社会的なイメージを語ろうとして
いることを意味している．言説の草創期である 1960 年代はじめには，「教育ママ」は批判的
な評価しか得られなかった．だが言説が定着していった 1960 年代後半には，母親たち自身
から「教育ママ」という揶揄を受け入れる反応が観察された．批判的な評価を自覚しながら
も，それを利用して開き直ったのである．この開き直りは，ついには 1970 年代になると再
評価されることになった．母親たちの教育熱心さが，母親の無関心さに比べて良いものとさ
れ，「教育ママ」言説の意味内容が変容したといえる． 
1970 年代以降「教育ママ」という言葉が古びた言葉として廃れていった一方で，「教育マ
マ」言説が示した望ましい母親像は継続して語られた．1980 年代の臨時教育審議会答申に
おいて「家庭の教育力の低下」という言説が再燃し，2000 年代にも家庭教育の重要性が喧
伝されるなかで，望ましい母親像は連綿と語られている．もちろんその像は，母親への直接
的なメッセージとしては現れておらず，あくまでも家庭へのメッセージとして発されてい
る．しかしながらそのメッセージの中身は，「教育ママ」言説にて反語的に打ち出された母
親役割と類似している．たとえば，冒頭で挙げた「つながりが創る豊かな家庭教育」では，
「子の教育に第一義的責任を有する」親の役割として，「子どもが基本的な生活習慣・生活
能力，人に対する信頼感，豊かな情操，他人に対する思いやりや善悪の判断などの基本的倫
理観，自立心や自制心，社会的なマナーなどを身につける」ことが陳述された． 
以上，高度経済成長期に誕生した「教育ママ」言説の変容は，高等学校の進学率や女性の
就業率の上昇という社会の変化や母親自身の意識の変化と軌を一にしていることが確認さ
れた．そうした変容のなかでしだいに忘却されていったのは，「わが子のため」から「すべ
ての子のため」という架け橋である．1960 年代に芽生えた「わが子のため」の教育関心は，
その関心をエゴイズムとして断罪するまなざしによって，「すべての子のため」の教育関心
に有機的につながることはなかった．そのまなざしは，皮肉にも家庭における母親の教育態
度だけに向けられ，そもそも子どもの教育がどのような営みであるのかを問い直す契機に
はならなかったといえる．さらに言うならば，この母親へのまなざしが，教育責任の個人化
に拍車をかけると同時に，母親の教育態度を規定する「良き母親」規範を語る資源となって，
現在にまで引き継がれている． 
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